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降

誕

祭

廻

家

祈

祷

輔

君
や
、
祝
讃
せ
よ
。

司

我
等
の
神
は
恒
に
崇
め
讃
め
ら
る
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。

詠

ア
ミ
ン
。ト

ロ
パ

リ
（
第
四
調
）

ハ
リ
ス
ト
ス
我
が
神
や
、
爾
の
降
誕
は
世
界
に
智
恵
の
光
を
照
せ
り
、
之
に
因
っ
て
星
に
つ
と

て
ら

む
る
者
は
、
星
に
教
え
ら
れ
て
、
爾
義
の
日
を
拝
み
、
爾
上
よ
り
の
東
を
悟
れ
り
、
主
や
光
栄

は
爾
に
帰
す
。

重

聯

祷

輔

神
や
、
爾
の
大
な
る
憐
に
因
り
て
我
等
を
憐
め
よ
、
爾
に
祈
る
、
聆
き
納
れ
て
憐
め
よ
。

き

い
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詠

主
憐
め
よ
。（
三
次
）

〔
以
下
毎
次
同
様
〕

輔

又
神
の
諸
僕
婢
〔
某
〕
に
、
慈
憐
、
生
命
、
平
安
、
壮
健
、
救
贖
、
眷
顧
、
寛
宥
、
及
び
諸
罪

け

ん

こ

か
ん
ゆ
う

の

赦
を
賜
わ
ん
が
為
に
祈
る
。

ゆ
る
し

輔

又
ハ
リ
ス
ト
ス
を
愛
す
る

悉

く
の
兄
弟
姉
妹
等
の
為
に
祈
る
。

こ
と
ご
と

輔

又
此
の
都
邑
と
此
の
家
が
、
飢
饉
、
疫
病
、
地
震
、
水
害
、
火
災
、
及
び

諸

の

災

い
よ
り

ま

ち

も
ろ
も
ろ

わ
ざ
わ

防
ぎ
護
ら
れ
ん
が
為
に
祈
る
。

司

神
我
が
救
世
主
、
地
の
四
極
と
遠
く
海
に
居
る
者
と
の
恃
や
、
我
等
に
聞
き
給
え
、
主
宰
や
、

お

た
の
み

我
等
の
罪
に
慈
憐
を
垂
れ
、
慈
憐
を
垂
れ
て
我
等
を
憐
れ
み
給
え
、
蓋
爾
は
慈
憐
に
し
て
人
を

愛
す
る
神
な
り
、
我
等
光
栄
を
爾
父
と
子
と
聖
神
に
献
ず
、
今
も
何
時
も
世
世
に
。

詠

ア
ミ
ン
。コ

ン
ダ
ク
（
第
三
調
）

処
女
は
今
永
在
の
主
を
生
む
、
地
は
載
せ
難
き
者
に
洞
を
献
ず
、
天
の
使
牧
者
と
共
に
讃
め
歌

の

が
た

ほ
ら

ぼ
く
し
ゃ

ほ

う
、
博
士
は
星
に
従
っ
て
旅
す
る
、
蓋

我
等
の
為
に
永
久
の
神
嬰
児
と
し
て
生
ま
る
。

は

か

せ

け
だ
し

た
め

み
ど
り
ご

輔

睿
智
。
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司

至
聖
な
る
生
神
女
や
、
我
等
を
救
い
給
え
。

詠

ヘ
ル
ワ
イ

ム
よ
り
尊
く
セ
ラ
フ
ィ
ム
に
並
び
な
く
栄
え
、
貞
操
を
破
ら
ず
し
て
神

言
を
生
み

み

さ

お

か
み
こ
と
ば

し
、
実
の
生
神
女
た
る
爾
を
崇
め
讃
む
。

司

ハ
リ
ス
ト
ス
神
我
等
の
恃
や
、
光
栄
は
爾
に
帰
す
、
光
栄
は
爾
に
帰
す
。

た
の
み

詠

光
栄
は
父
と
子
と
聖
神
に
帰
す
、
今
も
何
時
も
世
世
に
、
ア
ミ
ン
。
主
憐
め
よ
（
三
次
）
。

福
を
降
せ
。

司

我
等
の
救
い
の
為
に
洞
穴
に
生
ま
れ
、

槽

に
臥
し
給
い
し
ハ
リ
ス
ト
ス
我
等
の
真
の
神
は
、

ほ
ら
あ
な

う
ま
ぶ
ね

ふ

其
至
浄
な
る
母
、
克
肖
捧
神
な
る
吾
が
諸
神
父
、
亜
使
徒
日
本
の
大
主
教
聖
ニ
コ
ラ
イ
、
及
び

そ
の
し
じ
ょ
う

諸
聖
人
の
祈
祷
に
因
り
て
、
我
等
を
憐
み
救
わ
ん
、
彼
は
善
に
し
て
人
を
愛
す
る
主
な
れ
ば
な

り
。

詠

ア
ミ
ン
。


